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＜連絡事項＞
　なし
　
＜入室状況＞
【入院】
・宮下　和好様～東病棟Cユニット4号室へ医療保護入院となる。
・貝守　貴志様～東病棟Aユニット号室へ医療保護入院となる。

【転出】
・椛本　松雄様～南病棟Aユニット112号室へ転出となる。

【ユニット移動】
・岩澤　渉様～東病棟Aユニット13号室➝東病棟Bユニット3号室

【部屋移動】
・古舘　正行様～東病棟Aユニット9号室➝東病棟Aユニット13号室


＜患者様連絡事項＞
・木口　柊太郎様～退院時処方15日分処方となる。
・藪　真弓様～アドエア２５０ディスカス６０吸入用　６０ブリスター 1 キット処方となる。
・西舘　ミネ様～点滴処方となる。
・伊藤　宏美様～不眠時：デエビゴ錠2.5mg　10回分処方となる。
・川村　房江様～リバスチグミン処方となる。
・山舘　祥希様～本日よりトラゾドン処方となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放中には他室侵入し迷惑行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。自室内では独語している。壁蹴りやドア蹴りはない。対面時にはまとまりの無い訴えが聞かれている。不穏興奮無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・川村　貴美代様～終日隔離中。開放観察中は他者とのトラブルなし。不穏興奮、易怒性見られず。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

<馬渡Ｄｒ診察情報>
・菊地　未悠様～主治医より退院に向けて措置解除進めるよう指示あり。処方変更なし。

<田名部Ｄｒ診察情報>
・越後　京子様～持参薬4/25～切替。本人希望にて明日から昼食時はパンとなっている。

・川村 貴美代様～主治医診察あり、16：00で隔離解除となり、自宅のドアの修理が完了したら退院も検討していくこと、退院後の通院先は松平病院となること主治医より説明し、本人様も了解されている。

・小栗 健太郎様～主治医診察時外出希望あり、担当相談員の松本さんが一緒であれば外出可と主治医より指示あり。担当スタッフと相談するように説明しているので担当スタッフは対応お願いします。

・岩澤 渉様～診察時主治医よりアルコール依存症治療プログラムにて説明し、本人様は「2ヶ月か…。父親と相談してから決めたいです。そもそも服も何もないもでそこも相談したくて父に公衆電話から連絡してるが出てくれない」と話あり。担当スタッフより父様へ連絡し、対応、確認お願いします。

・北村 奈美様～本日より臨時薬シクレスト（10）１T追加処方となっている。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年4月24日　15：00
　氏　　名：宮下　和好（みやした　かずよし）様
　生年月日：昭和20年12月7日（79歳）
　病　　名：左脳幹部脳梗塞、陳旧性脳梗塞（多発）、
　　　　　　高血圧症、前立腺肥大、胆嚢腫瘍
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　もともと内縁の妻と2人暮らし。津軽出身の船乗りで湊の方に来た時に内縁妻と出会っている(10年程前)。現在津軽の自宅は住める状況ではなく、内縁妻が認知症で、また骨折し入院となり、単身生活となっていた。内服管理や金銭管理が行えずライフラインが止まる、借金をする事があ
り単身生活困難な状態との判断でR6.11月本人の了承のもと有料「れんげ荘」へ入所。入所後「妻に会いたい」「船に乗って仕事に行く」「自分でアパートを借りるから出て行く」等非現実的な訴えが多く、要求が通らない事で杖を振り回す、大声を出し施設長へ暴言を吐く等の粗暴さ威嚇行為あり。他入居者も怯えてしまう状況。特に最近では本心か不明だが「死んだ方がいい」との言動も聞かれている。嘱託医のきむらクリニックDrより以前から認知機能低下に関して専門医へ相談を勧められていたが最近の粗暴性や興奮が治まらない状況から4/10夕よりデパケンが処方となっている。以降、やや症状軽減しているが施設での対応も困難となっており、症状改善・環境調整目的にて入院の希望あり。東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

日　　時：令和7年4月24日　　16:30
  氏　　名：貝守　貴志（かいもり　たかし）様
　生年月日：昭和62年8月11日（37歳）
　病　　名：統合失調症（疑い）
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
[bookmark: _GoBack]　八戸工業大学第一高等学校卒業前後に、精神的不調を呈し、みちのく記念病院を初診。統合失調症の診断にて通院加療を 行っている。同院に20歳頃に1年程入院歴あり。令和7年4月9日(水)に家族から怠薬傾向となっている話があった。そのため、本日4/24同院定期受診日であったことから、階上町役場職員も受診同行予定としていた。4/15(火)からは拒薬により内服せず。家族や親族に対する、被害妄想や暴言 、粗暴行為あり。本日予定通りみちのく記念病院を受診しているが、担当医からも病状悪化や治療の必要性についての指摘あり。筋注の施行やデポ剤への変更について提示したが、本人が拒否。それであれば、入院加療となることを伝えるも、入院についても「入院するぐらいなら死んでやる」などと拒否。受診には両親も同席していたが、両親からは入院加療の希望聞かれている。入院に関して、現在みちのく記念病院で入院対応
  を行っていないことから、入院対応の可能な医療機関を探すよ
  うにと言われ、階上町役場職員より相談の連絡あり。
　


